
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３０１９ 

令和５年度 商業科 

 

教科 商業 科目 プレゼンテーション 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 なし 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 プレゼンテーションとは、「限られた時間で、自分の意見や考えを主張し、相手に伝える」ための発表または表

現のことです。この科目では、プレゼンテーション資料の準備段階での思考方法やソフトを利用した作成方法、そ

してプレゼンテーションによって自己を表現し、相手に伝える技能・技術について学んでいきます。伝えたいこと

を正しく簡潔に伝える能力は、社会生活を営むうえでも必要不可欠です。グループワークなども行い、周囲とのコ

ミュニケーションをはかりつつ、プレゼンテーション能力を身に着けることを目的とします。 

 遅刻・欠席はせず、周囲と協調しながら、課題等積極的に取り組んでください。 

 

 

２ 学習の到達目標  

現代社会においては、様々な情報を容易に発信できる一方で、適切なプレゼンテーションを行うための技術を学

べる機会は少ない。本授業では、プレゼンテーションに必要なソフトの操作技術、プレゼンテーションを行ううえ

で役立つ知識、話し方や伝え方などの初歩的な技術や思考方法を身に着けることを目標とする。さらに、自らが発

表者となることにより、聞き手としての態度を養い、両者のあいだに良好な関係を築く必要性を学ぶ。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

プレゼンテーションを行

う上での目的設定・企画・

準備などの流れを理解して

いるか。また、わかりやす

く伝えるための基本的な表

現技法を理解しているか。 

目的に応じた筋道の展開や

資料の作成、話し方などにつ

いて考え効果的なプレゼンテ

ーションの実施及びプレゼン

テーション資料の作成が出来

るか。 

プレゼンテーション用ソフ

トウェアを利用して、わかり

やすい資料を作成できるか。

また、伝わりやすい話し方や

言葉遣い、態度でプレゼンテ

ーションを実施できるか。 

効果的なプレゼンテーショ

ンの方法について興味を持

ち、筋道の作成や資料の作成、

発表などの実習に積極的に取

り組むことが出来るか。また、

周囲と協調しながら積極的に

活動に取り組むことができて

いるか。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て 

・プレゼンテーションとは 

・プレゼンテーションの構成 

・プレゼンテーションの実施 

・視覚資料の作成 

・プレゼンテーション能力を高

めるために 

a: プレゼンテーションを行う上

での目的設定・企画・準備などの

流れを理解しているか。また、わ

かりやすく伝えるための基本的

な表現技法を理解しているか。 

b: 目的に応じた筋道の展開や資

料の作成、話し方などについて考

え効果的なプレゼンテーション

の実施及びプレゼンテーション

資料の作成について考えること

ができているか。 

c: 効果的なプレゼンテーション

の方法について興味を持ち、筋道

の作成や資料の作成、発表などの

実習に積極的に取り組もうとし

ているか。 

実習課題 

提出物 

小テスト 

実習課題 

提出物 

小テスト 

実習課題 

授業観察 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
学
習 

・個人課題 

 紹介プレゼン 

a: プレゼンテーションを行う上

での目的設定・企画・準備などの

流れを理解しているか。また、わ

かりやすく伝えるための基本的

な表現技法を理解しているか。 

b: 目的に応じた筋道の展開や資

料の作成、話し方などについて考

え効果的なプレゼンテーション

の実施及びプレゼンテーション

資料の作成が出来るか。 

プレゼンテーション用ソフトウ

ェアを利用して、わかりやすい資

料を作成できるか。また、伝わり

やすい話し方や言葉遣い、態度で

プレゼンテーションを実施でき

るか。 

c: 効果的なプレゼンテーション

の方法について興味を持ち、筋道

の作成や資料の作成、発表などの

実習に積極的に取り組むことが

出来るか。また、周囲と協調しな

がら積極的に活動に取り組むこ

とができているか。 

実習課題 

提出物 

小テスト 

実習課題 

提出物 

小テスト 

実習課題 

授業観察 

２ 

・グループ課題 

 提案プレゼン 

実習課題 

提出物 

小テスト 

実習課題 

提出物 

小テスト 

実習課題 

授業観察 

３ 

・個人課題 

 調査・報告プレゼン 

実習課題 

提出物 

小テスト 

実習課題 

提出物 

小テスト 

実習課題 

授業観察 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


